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まえがき

本報告書は、2012年 1月17～18日に防衛研究所が主催した第 3回「アジア太平

洋安全保障ワークショップ」の成果である。本ワークショップは、2009年度まで行わ

れてきた「東南アジア諸国との防衛研究交流」を発展的に継承し、その対象をアジ

ア太平洋地域に広げたものある。域内から著名な安全保障専門家を招き、「アジア太

平洋諸国の安全保障上の課題と国防部門への影響」をテーマとして、担当国の安全

保障環境認識、国防政策、戦力構成、装備調達への影響、そして地域安全保障協

力への含意や将来展望について活発な報告・討論を行った。その成果を「国際共同

研究シリーズ」として刊行する。

近年、アジア太平洋地域にはアジア太平洋経済協力（APEC）、ASEAN地域フォー

ラム（ARF）、東アジア首脳会議（EAS）、拡大 ASEAN国防相会合（ADMMプラ

ス）といった地域枠組みの構築において顕著な進展が見られる。しかし欧州と異なり、

この地域は包括的な安全保障アーキテクチャを欠いている。またこの地域には伝統的

安全保障問題が残存する一方、テロや大規模自然災害、感染症といった非伝統的な

安全保障上の課題についても関心が高まっている。本報告書を通じて、各国を取り巻

く安全保障環境や直面する重要課題についての知見が共有され、我が国を含むアジ

ア太平洋諸国間の相互理解が促進されるとともに、研究所間のネットワーク構築に資

することを期待する。

各章の執筆者はリザール・スクマ（インドネシア担当）、タン・シュー・ムン（マレー

シア担当）、ハーマン・クラフト（フィリピン担当）、ラム・ペン・ア（シンガポール担当）、ティ

ティナン・ポンスヒラ（タイ担当）、カーライル・セイヤー（ベトナム担当）、ティン・モン・

モン・タン（ミャンマー担当）、マシバト・オトゴンバヤール・サルラグタイ（モンゴル担当）、

サトゥ・リメイエ（米国担当）、浅野亮（中国担当）、佐竹知彦（日本担当）である（敬

称略）。なお、ここに表明されている見解はすべて執筆者個人のものであり、防衛研

究所ないしは執筆者が所属する機関の見解を代表するものではない。



2　アジア太平洋諸国の安全保障上の課題と国防部門への影響

最後に、本ワークショップに参加され、報告書の作成にご尽力いただいた執筆者

各位、並びに本ワークショップの企画・運営に真摯に取り組まれた関係各位に対し心

から感謝申し上げる。

平成 24年 11月

防衛研究所地域研究部長

片原　栄一


